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1. はじめに 

 コンクリートや鋼とコンクリートを使用した構造物では，構造上の理由により，コンクリート打込み前後に狭

隘な構造となり，隙間や充填不良が発生することがある．構造物に対するこれらの隙間や充填不良は，止水性や

構造物の耐久性の低下に繋がることもあるため，そのような状況が発生しないことが求められる．今回，このよ

うな箇所を対象として，止水性や付着性に優れた性質を持つ専用のポリマーセメントモルタルの充填材を開発し

た．本論文は，充填用ポリマーセメントモルタルの施工性を確認した結果と現場に適用した事例を報告する． 

2. 使用材料 

充填材は，鋼材との高い付着性と止水性が確保できる速硬ポ

リマーセメント（ゴムラテックスモルタル）1)をベースとした．

使用材料の配合を表-1 に示す．パウダーは，速硬セメント、細骨

材、混和剤などをプレミックスした材料とし，混和液は，スチレ

ンブタジエンゴム（SBR）を主成分とするポリマーディスパージ

ョンを用いた． 

3. 施工性確認試験

3.1 充填性確認 

 材料の充填方法は，絞り袋に材料を詰め込み，充填対象箇所に手絞

りで圧入する方法とした．また，充填性確認試験は，幅 60mm、長さ

120mm、厚さ 6mm の模擬空間に材料を充填することにより，材料の流

動性および充填状況を観察した．充填は、片面から行い，絞り袋を可

能な限り奥まで挿入して行った．また，充填側の反対側には，硬質ス

ポンジにより穴を塞ぎ，両側角部に 1mm 程度の隙間を設けて空気抜き

とした．絞り袋への材料詰め込み状況と模擬空間への挿入状況を図-1

に示す．図-2 に示すように，手絞りで圧入した材料は，容易に順次

模擬空間に充填され，模擬空間全てが充填できることを確認した． 

次に，実際の鋼構造物の鋭角部（先端角度 18°，奥行き 90mm）

を模した試験体に充填材を施工し，コンクリート打込み後に試験体

を切断して充填状況の確認を行った．試験体の切断結果を図-3 に示

す．材料は，鋭角部に隙間なく充填され，コンクリートおよび鋼材

との付着切れも確認されなかった． 
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表-1 充填材の配合

図-1 絞り袋と挿入状況

図-2 材料の充填状況

図-3 試験体の切断確認状況
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3.2 可使時間の調整 

本材料は，充填後の施工性を向上するため，速硬性のセメントを使用している．

そのため，十分な施工時間の確保を目的として，充填可能な可使時間と調整方法

の検討を行った．先ず，材料の充填施工性を定量化するため，充填状況と貫入抵

抗値との関係を調べた．試験は，充填状況を常時確認するため，図-4 に示すよ

うに，切断試験に用いた試験体の上鋼板部分をプラスチック板に置き換えて，充

填状況を直接確認できるようにした．また，試験は条件を変えずに 2 回行い，充

填材の貫入抵抗値を 15 分ごとに計測し，施工性の定量化を行った．試験結果を

表-2 に示す．本試験では，貫入抵抗値が 0.07N/mm2～0.20N/mm2で材料の流動性

に変化が見られ，その後充填できなくなったことから，施工の確実性を考慮して

0.1N/mm2以下であれば，施工可能と考えた． 

次に，遅延剤を使用して可使時間が調整可能か確認した．充填材に遅延剤を 0.1～0.4%の範囲で変化させて貫

入抵抗値を調べた．図-5 に示すように，遅延剤の分量を増加するごとに貫入抵抗値の立ち上がり時間が遅くな

ることが判った．ただし，遅延剤の分量と可使時間の延長時間には，明確な関連性は確認されず，遅延剤 0.5%

では，4時間経過後に硬化した． 

4. 現場での適用事例 

本材料を用いて，鋼材に挟まれる狭隘な空間に充填を行った．対象とした構造物は，鋼橋の桁端部で上下を鋼

板に挟まれた平均空隙厚さ 6mm 程度，幅 60mm，奥行き 120mm の図-6 に示すような空間であった．施工場所は，

寒冷な地域で，施工時の外気温は-1℃であった．そのため，施工前に鋼板をジェットヒーターで加温し，鋼板温

度が 5℃以上となっていることを確かめて施工した．施工状況を図-7 に，充填後の状況を図-8 に示す．袋に詰

めた材料は，事前の試験で確認したように，手絞りによる圧入で隙間が生じることなく充填できた． 

5. まとめ 

 充填用ポリマーセメントモルタルの施工性確認試験および現場での適用事例から得られた結果を示す． 

(1)袋に詰めた材料を手絞りで圧入する方法によって，十分な充填性が得られ，現場での適用が可能である． 

(2)本材料の可使時間は，施工性を考慮して，貫入抵抗値で 0.1N/mm2 程度まで充填可能と考えられる．

(3)本材料の可使時間は，遅延剤の増量によって延長可能である．

参考文献 

 1)神頭峰磯ほか：ポリマーセメントモルタルによる鋼・コンクリート合成床版の付着性および滞水性改善に関

する検討，土木学会第 68 回年次学術講演会，Ⅴ-190，pp379-80，2013 

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0 15 30 45 60 75 90 105 120

貫
入

抵
抗

値
(N
/m
m
2 )

時間（分）

0.1%

0.2%

0.3%

0.4%

図-4 模擬試験体

表-2 貫入抵抗値と施工性の関係

図-5 遅延剤の分量と可使時間

図-6 施工対象箇所 図-7 施工状況 図-8 施工完了後

可使時間許容値 
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